
平成１７年（２００５年）８月３日発行－５－　　（２０３号） 議 会 だ よ り

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
武
蔵
小
金
井
駅
西
側
の
高
架

下
を
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
タ
ク
シ

ー
プ
ー
ル
に
使
え
ば
、
再
開
発
は

必
要
な
く
、
駅
が
便
利
に
な
る
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　

市
長　

高
架
下
を
利
用
し
て
駅

前
広
場
を
つ
く
る
と
い
う
考
え
方

は
全
く
持
っ
て
い
な
い
。
地
元
の

地
権
者
の
方
々
も
、
ご
く
一
部
に

は
同
意
が
い
た
だ
け
て
い
な
い
方

も
あ
る
が
、
圧
倒
的
多
数
の
人
は

や
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
や
っ

と
こ
こ
で
固
ま
っ
て
き
た
。
私
は

現
状
に
お
い
て
、
こ
れ
が
財
政
的

に
も
将
来
的
に
も
一
番
い
い
方
法

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

�
待
機
児
の
状
況
が
深
刻
で
あ

る
が
、
�
公
設
民
営
の
保
育
園
を

増
設
し
て
は
ど
う
か
。
�
武
蔵
小

Ｊ
Ｒ
高
架
下
を
活
用
す
れ
ば
、

再
開
発
は
必
要
な
い

金
井
駅
南
口
再
開
発
で
予
定
し
て

い
る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
年
間

２
億
２
千
万
円
の
赤
字
が
出
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
や
め
れ

ば
一
年
分
で
保
育
園
は
建
て
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

�
今
の
財

政
状
況
下
で
そ
う
い
う
検
討
を
す

る
の
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。

　

市
長　

�
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

は
で
き
る
だ
け
そ
の
運
営
費
を
節

約
し
て
い
く
考
え
方
は
持
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

は
当
然
必
要
な
お
金
だ
と
思
う
。

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

制
限
条
例
で
市
民
を
守
れ

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
個
人
情
報
が
犯
罪
に
悪
用
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
住

民
基
本
台
帳
の
閲
覧
に
よ
っ
て
、

母
子
家
庭
を
探
し
て
暴
行
に
入
る

犯
行
も
発
生
。
小
金
井
市
で
も
若

者
を
狙
っ
て
高
額
商
品
を
売
り
つ

け
る
悪
質
業
者
が
複
数
閲
覧
し
て

い
る
。
国
の
法
改
正
の
検
討
も
始

ま
っ
た
が
、
先
行
し
て
閲
覧
制
限

す
る
自
治
体
が
急
増
、
三
多
摩
地

域
で
も
制
限
条
例
化
の
動
き
も
あ

る
。
�
商
業
閲
覧
や
特
定
の
個
人

の
照
会
・
探
索
の
制
限
、閲
覧
手
数

料
の
時
間
制
併
用
、
閲
覧
内
容
の

事
前
審
査
を
し
な
い
か
。
�
条
例

化
に
よ
る
閲
覧
制
限
を
す
る
の
か
。

　

市
長　

�
市
民
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
先
進
市
等
を
参
考

に
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
取
り
組
む
。

�
そ
う
考
え
て
も
ら
っ
て
よ
い
。

　

�
秋
に
５
年
に
一
度
の
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
る
。
�
横
浜
市
で
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
に

「
全
世
帯
封
入
提
出
方
式
」で
行
う
。

小
金
井
市
で
も
採
用
し
な
い
か
。

�
調
査
員
の
多
く
は
未
経
験
者
。

守
秘
義
務
な
ど
充
分
な
研
修
を
。

　

行
政
管
理
課
長　

�
今
回
は
調

査
票
を
封
入
で
き
る
封
筒
が
全
世

帯
に
配
ら
れ
る
。
封
入
提
出
さ
れ

る
と
職
員
の
仕
事
が
膨
大
に
な
る

の
で
積
極
的
に
は
呼
び
か
け
な
い
。

�
個
人
情
報
保
護
の
徹
底
に
つ
い

て
十
分
説
明
す
る
。

二
大
ま
ち
づ
く
り
事
業
は

同
時
進
行
な
り
得
る
か

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

こ
の
選
挙
は
小
金
井　

年
の
ま

１００

ち
づ
く
り
を
進
め
る
議
員
を
選
ぼ

う
と
い
う
こ
と
で
、
市
長
派
議
員

が
増
え
た
。
武
蔵
小
金
井
駅
南
口

再
開
発
事
業
と
東
小
金
井
駅
北
口

区
画
整
理
事
業
と
は
事
業
主
体
が

違
う
と
い
っ
て
も
同
時
に
始
ま
っ

た
ら
大
変
だ
。
�
財
政
的
に
は
ど

う
か
。
�
職
員
体
制
は
ど
う
か
。

　

市
長　

ま
ち
づ
く
り
は
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逸
す
る
と
進
ま
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
何
と
し
て
も
中
央
線

連
続
立
体
交
差
事
業
に
あ
わ
せ
て

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
結
論
か
ら

言
う
と
、
同
時
進
行
は
可
能
だ
。

額
は
膨
大
だ
が
中
央
線
連
続
立
体

交
差
事
業
に
あ
わ
せ
、
国
、
東
京

都
の
補
助
金
を
最
大
限
に
確
保
で

き
る
利
点
が
あ
る
。
一
般
財
源
を

極
力
抑
え
て
福
祉
、
教
育
等
に
対

す
る
影
響
を
極
力
抑
え
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
が
執
行
で
き
る
。

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

１８

２２

の
５
か
年
が
、
第
３
次
基
本
構
想

に
基
づ
く
後
期
の
基
本
計
画
の
期

間
に
当
た
る
。
三
位
一
体
改
革
の

動
向
等
み
な
が
ら
今
後
５
か
年
の

財
政
フ
レ
ー
ム
を
策
定
し
示
す
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

�
今
年

区
画
整
理
課
は
一
名
増
、
今
後
事

業
の
進
捗
を
み
な
が
ら
柔
軟
に
。

■
そ
の
他
、
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
制
度
に
つ
い
て
質
問
。

住民基本台帳の閲覧風景

多目的な上水公園グランド

上
水
公
園
グ
ラ
ン
ド
（
市

営
球
場
）
整
備
に
つ
い
て

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

�
私
は
、
早
起
き
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
て
お
り
、
上
水
公

園
グ
ラ
ン
ド
で
野
球
の
試
合
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
こ
は
市
内

で
野
球
が
出
来
る
唯
一
の
施
設
で

す
し
、
１
日　

人
も
の
市
民
が
利

１２０

用
し
て
い
る
か
け
が
い
の
な
い
運

動
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

最
近
の
グ
ラ
ン
ド
状
態
は
ひ
ど
く

石
が
露
出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

前
回
整
備
工
事
を
し
た
の
は
何
年

前
で
す
か
。

　

教
育
部
次
長　

昭
和　

年
に
フ

６０

ェ
ン
ス
工
事
と
あ
わ
せ
大
規
模
な

整
備
工
事
を
し
、
グ
ラ
ン
ド
面
の

改
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

�
現
在
の
グ
ラ
ン
ド
面
は
、
最

下
層
の
火
山
砂
利
が
露
出
し
て
い

る
状
態
で
上
層
の
土
は　

年
間
の

２０

間
に
風
雨
で
飛
散
し
た
の
で
は
な

い
で
す
か
。

　

教
育
部
次
長　

最
下
層
の
火
山

砂
利
が
出
現
し
て
い
る
と
同
じ
認

識
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

�
今
後
の
改
善
計
画
は
。

　

教
育
部
次
長　

ま
ず
今
年
７
月

に
重
点
的
に
混
合
土
の
補
充
を
し
、

内
野
部
分
に
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
年
次

計
画
に
よ
る
改
修
も
念
頭
に
入
れ
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
長　

危
険
性
が
排
除
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
み
減
量
に
む
け
た
、

更
な
る
取
組
の
推
進
を

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

８
月
か
ら
、
燃
や
す
ご
み
と
燃

や
さ
な
い
ご
み
が
有
料
化
に
な
る
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
ご
み
に
し

な
い
施
策
の
更
な
る
取
組
を
進
め

て
い
く
べ
き
。
�
小
・
中
学
校
と

保
育
園
の
給
食
残
渣
を
堆
肥
に
し

て
い
る
が
、
生
ご
み
を
資
源
と
し

て
市
内
循
環
を
広
げ
る
た
め
の
考

え
や
計
画
を
持
っ
て
い
る
か
。
�

枝
木
の
資
源
化
の
実
施
時
期
が
平

成　

年
度
に
な
っ
て
い
る
が
、
計

１７
画
は
。
�
剪
定
枝
は
資
源
物
と
し

て
回
収
し
、
都
立
公
園
の
中
に
場

所
を
借
り
て
堆
肥
化
。
管
理
に
市

民
の
協
力
を
仰
が
な
い
か
。
�
廃

棄
物
減
量
等
推
進
員
の
任
期
は
２

年
。
交
代
後
も
専
門
家
と
し
て
活

動
が
で
き
る
よ
う
な
研
修
内
容
に

し
、
ご
み
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
の
養
成
を
し
な
い
か
。

　

ご
み
対
策
課
長　

�
肥
料
化
・

堆
肥
化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
か
が
今
後
の
課
題
。
今
、
ま
だ
、

途
中
段
階
。

　

環
境
部
長　

�
有
料
化
の
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
ご
み
の
減
量
を

挙
げ
て
い
る
。
枝
木
の
資
源
化
に

つ
い
て
も
そ
の
後
、
進
め
て
い
き

た
い
。
�
場
所
が
確
保
で
き
る
か

等
、
現
時
点
で
相
談
、
協
議
の
場

を
考
え
て
み
た
い
。
�
推
進
員
の

機
能
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

体
制
・
役
割
等
、
幹
事
会
の
協
議

の
場
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公務員住宅内を流れる仙川

貫
井
北
町
公
務
員
住
宅
の

仙
川
を
緑
地
公
園
に

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

�
公
務
員
住
宅
は
す
で
に
取
壊

し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
�
建
て
替

え
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
�
桜
を

生
か
し
な
が
ら
水
辺
を
復
活
し
、

市
民
が
動
物
や
植
物
に
親
し
め
る

緑
化
公
園
に
す
る
よ
う
関
東
財
務

局
と
交
渉
し
な
い
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
こ
の
地
域

は
地
区
計
画
に
よ
り
建
て
替
え
を

行
う
予
定
で
あ
り
、
今
年
秋
に
は

都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問
す
る
予

定
で
あ
る
。
平
成　

年
度
に
予
算

１８

措
置
を
要
望
し
て
い
る
。

　

環
境
部
長　

�
東
京
都
で
も
公

務
員
住
宅
の
仙
川
沿
岸
に
つ
い
て
、

建
て
替
え
に
合
わ
せ
て
親
水
公
園

に
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
る
よ
う

な
の
で
、
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

�
昨
年
、
中
央
線
の
高
架
下
利

用
に
市
民
の
声
を
と
い
う
要
望
を

し
た
が
、
高
架
下
利
用
の
条
件
と
、

そ
の
後
の
経
過
は
。

　

都
市
建
設
部
長　

平
成　

年
６

１６

月
に
、
東
京
都
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

沿
線
６
市
で
構
成
す
る
検
討
会
が

立
ち
上
が
り
、
２
回
開
催
さ
れ
た
。

高
架
下
利
用
の
条
件
と
し
て
は
、

幅
が　

ｍ
で
柱
が　

ｍ
ピ
ッ
チ
と

１１

１５

な
る
。
桁
下
は　

ｍ
以
上
と
れ
る

３.２

こ
と
。
駅
舎
周
辺
は
Ｊ
Ｒ
の
使
用

に
な
る
。
公
租
公
課
部
分
は
４
千

２
百
平
米
強
で
、
そ
れ
以
上
は
賃

貸
料
が
発
生
す
る
が
、
８
月
頃
に

提
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。


